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佐賀県聴覚障害者 

サポートセンターだより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお知らせ！ 

みみの記念日 ３月３日耳の日   ６月６日補聴器の日   ９月９日人工内耳の日   9月 23 日手話の日 

東京 2025デフリンピック
全国キャラバン 

25

14
59

(１)聴覚障害者は２５人、手話関係者７３人

聴覚障害者

手話通訳者

手話学習者

35

46

6

10 1

(３)この同時手話通訳が一般質問の議論を

理解するのに役立った。 (人)

非常にそう思う
そう思う

あまりそう思わない
全くそう思わない

よくわからない

回答なし

39

40

12
5

(４)画面上の手話通訳の手の動きなどが

見やすかった、画面が小さい、が半々 (人)

見やすかった

ふつう

見づらかった

回答なし

東京 2025デフリンピック全国キャラバンの一環として 7月 23日
から 25日に県と県内全市町を専用キャラバンカーで訪問。26日に 
は応援イベントをイオンモール佐賀大和店で行い、気運を盛り上げまし
た。県知事・市町村長から激励のメッセージと記念サインを頂きました。 
デフリンピック 11月 15日(土)開会式～26日(水)閉会式の 
間に 21競技が行われます。70～80か国から選手約 3000人 
が出場します。県内からは自転車に簑原由加利さん、バドミントン 
に永石泰寛さんが出場されます。 

6月本会議一般質問は 15名の県会議員と執行部との質疑について同時手話通訳が放映されました。 

この模様を視聴した聴覚障害者・手話通訳関係者のアンケートをとりまとめました。 

11

17

1971

2
(２)議会中継は YouTube が大勢

(人・複数選択可)

ケーブルTV(生放送)

ケーブルTV(録画)

YouTube・生放送

YouTube・録画

回答なし

自由意見や要望も多くあり、期待は大きいものがあります。 

「手話があり、嬉しい」(聴覚障害者) 

「生活の中で情報をしるために手話通訳が必要です」(聴覚障害者) 

「情報保障がされたうえでないと思考も選択も何も始まらないから」(手話通訳者) 

「議会の事を詳しく知りたい、議会の意見も知りたいと熱心な方もおられるので」(聴覚障害者) 

 
 

(江北町みんなの広場) 

《要望》なお国においては「手話施策推進法」が国会での全会一致の可決成立し、6月 25日に公布施行 
されました。佐賀県議会においても、この同時手話通訳が定例化へ移行されることを要望します。 

(6月 18日～20日) 

(伊万里市役所前) 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

毎週月曜日、祝日、年末年始 

編集後記：今年は鳴き始めるのが遅かったセミ達、大合唱しています(m) 

● 巡回聴こえの相談●  

(予約制・無料) 

8 月 26 日(火) 《唐津市》 
鎮西市民センター2 階第 2 会議室 
10：30～15：00 
9 月 16 日(火) 《鹿島市》 
新世紀センター 2 階会議室 1 
10：00～15：00 
  

●聴こえのセミナーのご案内● 
 

 

役に立つ 新シリーズ 【35】 

不思議な聴覚補充現象。 

 

子どもの声がうるさい。 

加齢性難聴は、感音難聴の一種で、多くの人
が経験する聴覚の変化です。特に「補充現象」
と呼ばれる現象が音の聞こえ方に影響を与えま
す。わずかな音量の変化にも敏感になり、小さ
な音は聞こえない一方で、大きな音が割れたり
響いたりして異常にうるさく感じることがあり
ます。聞こえない音やうるさい音の範囲が広が
り、適切に聞こえる範囲が狭くなります。その
結果、普段気にならない音でも不快に感じるこ
とが増えます。 

 

数年前、ある地域で児童公園が閉鎖されると
いうニュースがありました。近隣住民が「子ど
もの声がうるさい」と訴えた背景には、加齢に
よる聴覚の変化が影響している可能性がありま
す。子どもたちの楽しそうな声や遊具の音が異
常に大きく感じられたのかもしれません。補充
現象が原因の１つと考えられます。 
加齢性難聴の影響を理解し、聴覚に変化があ

る人々とのコミュニケーションにどう影響する
かを考えることは大切です。地域社会全体で難
聴への理解を深め、互いに配慮し合うことで、
より快適な環境を作ることができるでしょう。 

 聴こえ 80 30運動   
 ＝ 80 歳で 30 ㏈（ささやく声）が聞こえる運動   
サポートセンターでは、佐賀県耳鼻咽喉科医会に 

協賛して取り組んでいます。 

第 35 回は聴覚補充現象について。 

 

6月 7日から全 8回の講座、7名が修了 
されました。(7月 26日) 

佐賀
市要約筆記講座修了式

      映画「ら・かんぱねら」 

    日本語字幕付き上映会＆トークショー 

9 月２３日(火・祝日) 開会１２:５０~   

センター研修会議室にて（定員 50名・要事前申込） 

鈴木一美監督・北村和秀配給宣伝プロデューサー
からとっておきの話があります。（有料） 
 

※佐賀県内の聴覚障害者・情報支援者のみ対象です。 


